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「めんこいな」の不耕起移植栽培における生育特性

第 2報 育苗箱全量施肥に用いる肥料タイプと水稲生育

進藤勇人・原田久富美・小林ひとみ

(秋田県農林水産技術センター 農業試験場 )

Growth Characteristics of Rice Cultivar "Menkoinピ  under No― lilled Transplanting Cullivation

2 Fertilizer Type Used ior A Single Application of Fertilizer in Nursery Boxes

Hayato SHINDO,Hisatomi L咄 鮎咄助ヽ and Hitomi KOBAYASHI

IAkita Preiectural Agriculture, Forestry and Fisheries Research Center, Agricultural Experineni Stationl

1は じ め に

代かきをしない水稲不飾目圏臓脚者は 懸濁物質など環境負

荷物質のJ出量が少ない環境調和型生産技術である。これまで

のところ,育苗箱全量施肥による不耕起移植栽培では「あきた

こまち」以外の水稲品種の生育特性は十分に検討されていない。

そこで,「めんこいれ を供試品種とし,育苗箱全量施肥に用い

られている肥料タイプ (シグモイド溶出型60,100タイカ バ

水稲生育及び玄米タンパク質濃度に及ぼす影響を,不耕起,代

かき栽培C検 討した。

2試 験 方 法

(1)jl―
D詞験年次 :2003～2005年

2)譴場 所・=圏条件
:秋田郎 ラ感農場・¨

グライは ,醜
3)供試品種・栽植密度 :めんこいな (中D・ 212カνだ

41彩瞬直日:2003514,2004_513,2005_516

5)試験区の構成:C不潮胆 60タイた ,②不耕起 100タイプ

区,③Mヽき60タイ
~/2,④
師 き`100タイ

~/1

7)供劃巴料・施肥量 :育苗全量回D朝弔肥料60タイプ 値箱

ま力せ N401「60),100タイプ (苗箱ま力せ N40卜100)・

0 5kgN/a,無口巴 り潮 びカリウムは無赫用。

61移植法 :I社不耕起田植機を用いて機械移植した。

②肥料の窒素溶出率 :ほ卿璧関丸

(3)葉面積 :穂揃い期に平均的な生育の稲体3株を採取し,葉

位別に自動面積計 CAAM 8″隔麹Dを用いて,測定した。

3議 酷 級 碑 義

(1)肥効調節型肥料の累積窒素溶出率の惟移

60タイプは 100タイメこ貯ヽ 溶出開始時期が早く6月中旬

から溶出が始まり,幼穂筋成期頃 《月中旬 には 8帆以上の

溶出率となつた (図 1)。

(2)茎数の推移

幼穂形成期 C群銹かりの までの60タイプ区の茎数は100夕

イプ区に比べ 多く推移し,穂数も2004年の確 区を除き多

かった よって,初期茎数や穂数を確保するためには60タイプ

を用いることが有効であると考えられた 姻 2,表 3)。

(31-紬 推移

幼形期までの60タイプ区の葉緑素計値は100タイプ区に比
´ヽ

同等から高く推移したが,それ以降同等から低く推移した。ま

た,不耕起区|よ 同‐肥料タイプの代かき区に比ぺ 幼形期で

は同等から低い力ヽ 減激分裂期では高かつた (図 3)。

(41奎素唖則力量の移

幼形期までの60タイプ区の空素吸収量は100タイプ区に比べ

多く推移したれ それ以降 100タイプの吸収量力つ くなり, 3

カ年ともの成熟期ではほぼ同等であつた (図 41。

以上,茎鶏 葉色 窒素吸収量の推移には 溶出開始時期と,

溶出速度力漣い60タイプの溶出パターンカ坂映されていた。

(5)登熟期の草型

穂揃い期における60タイプ区の単位面積あたりの葉面積は100

タイプ区に比べ 代かきのその他薬位を除いて大きく,LAlは不

耕起区で約 3眺,代かき区で約 1跳大きかつたぉまた,60タイプ

区の止葉の葉面積あたりの窒素量ま100タイプ区に比
´ヽ 約 1眺

少なかった 俵 2)。 これらのことから,いずれの朝起法におい

ても100タイプ区が登熟特性に優れた草型と推察された。

(0収量及び収量構成要素

60タイプ区は同=耕起法の
100タイプ区に比´ヽ 程昆が長く,

穂拠 籾数は多いものの千粒重が/1ヽさく,ふるい目 19mの収

量は同等であつた また,60タイプ区の玄米タンパク質濃度は

100タイプ区に比べ 代かき区では低くかつたが (2元配置の分

散分析で 1%水準で有意差あり),不耕起区では判然としなかつた

0更 3)。

4ま と め

育苗箱全量施肥に用いら4/● 60タイカ■ 100タイメこ比べ

て溶出開始時期,溶出速度のいずれも早かつた。これらの肥料

を用いて育苗箱全量畑 巴により「めんこい加 を不耕起及び代
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かき栽培したところ,同等の収量 (1 9ml力鴇 られた 60タイ

プを用いることで初期茎数,穂携 籾数力班雪加したが,●方,

千粒重が小さくなった。その理由として,穂前い期の LAIは大

きく止葉の葉面積あたり窒素量は少なくなることや減分期以降

100

-0-60タイプー03

-100タ イプー03
-0-60タイプー05

-A-100タ イプー05

0

4/10  5/11  6/11 7/12  8/12  9/12  10/13

の窒素吸収量が低いためと考えられた。また,60タイプ区では

稗長が長くなった 60タイプ区の玄米タンパク質濃度lよ 代か

き区では低くなる傾向がみられた力ヽ 不耕起区では判然としな

かった。

6/6  6/27  7/18   8/8  8/29  9/:3月 日

5/16   6/6   6/27  7/18   8/8   8/29  9/19月 日

図4窒素吸収量倒脇移(2005)
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肥効劇節型肥料の窒素溶出率 (2003,2005)月
日
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6/27  7/5  7/13  7/21  7/29月 日
図3葉緑素計値の推移い 葉,2005)
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表 3 収量及び収曇柳成要素(2003～ 2005)

図2 茎数の推移lMJは園聰 2005)

一 不耕起00-0-不耕起 1

一 代
かき60 -代 かき100

― 不耕起60
-0-不耕起100

-代 かき60
¬″一代かき100

表2 肥料タイプや耕起法力櫛 い期の面積あたり葉面積と単位葉面積あたりと窒素量に及はす影響(2005)

09       1 :       1 1       13
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一穂粒数

粒/穂
２
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Ｂ

、玄米水分を15%とし、玄米窒素濃度に595を乗じて求めた
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